
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 奈良大学 
設置者名 学校法人奈良大学 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

国文学科 
夜 ・

通信 

14 

(14) 0 

0 
14 

(14) 
13 

史学科 
夜 ・

通信 
0 

14 

(14) 
13 

地理学科 
夜 ・

通信 
0 

14 

(14) 
13 

文化財学科 
夜 ・

通信 
0 

14 

(14) 
13 

社会学部 

心理学科 
夜 ・

通信 

8 

(8) 
0 

6 

(6) 

14 

(14) 
13 

総合社会学科 
夜 ・

通信 

12 

(12) 

2 

(2) 

14 

(14) 
13 

通信教育部 文学

部 
文化財歴史学科 

夜 ・

通信 
8 0 14 22 13 

（備考） 

① 文学部・社会学部においては、2019年度入学生より新カリキュラムを適用してい

るため、新カリキュラム・旧カリキュラムで分けて計上している。（ ）内の数

字が旧カリキュラムの単位数である。

② 全学共通科目は学科により履修ができない科目がある。表ではそのような科目を

除いて計上している。

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大学ホームページ「教育情報の公開」ページにて公表している。 

文学部・社会学部： 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/disclosure/practical_experience_1.pdf 

通信教育部 文学部： 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/disclosure/practical_experience_2.pdf 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/disclosure/practical_experience_1.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/disclosure/practical_experience_2.pdf


３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。

学校名 奈良大学 
設置者名 学校法人奈良大学 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
法人本部ホームページで公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/officer_list.pdf 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社取締役会長 

2025.6.23 

～

2029.6.22 

理事職務全般 

非常勤 
株式会社代表取締役社

長 

2025.6.23 

～

2029.6.22 

理事職務全般 

（備考） 

上記を含め、学外者の理事は４名在籍している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/officer_list.pdf


様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 奈良大学 

設置者名 学校法人奈良大学 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

【文学部・社会学部】 

シラバス作成に先立ち、教務委員会の専門部会であるシラバス検討専門部会により

シラバス作成のためのガイドラインを策定している。

シラバスの作成にあたっては、全授業科目について以下の内容を含めた統一様式及

びガイドラインに沿って作成することを全教員に義務付けている。 

●テーマ

●到達目標

●授業概要（方法を含む）

●毎回の授業内容・学習課題（予習・復習）

●評価方法・基準

●課題等のフィードバック

作成されたシラバスは２月～３月初旬にシラバス検討専門部会での第三者チェッ

クを経て、３月末に Webで公表している。

【通信教育部 文学部】 

シラバスに「テーマ」、「到達目標」、「事前・事後学習」、「評価方法・基準」、「授業

概要」、「フィードバック」、「履修上の注意事項等」等を盛り込むように記載された文

書を配付し、依頼している。 

 また、記載内容とカリキュラムの整合性について第三者による確認を行い、毎年４

月１日に冊子を発行し、学生に配付するとともにホームページで公表している。 

授業計画書の公表方法 

文学部・社会学部： 

Web でオンラインシラバスとして公表している。 

https://portal.nara-u.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.asp

x?me=EU&opi=mt0010 

通信教育部 文学部： 
大学ホームページ「教育情報の公開」ページにて公表している。 

◆テキスト科目：『サブテキスト 2026』P13～

https://www.nara-u.ac.jp/2026chsh_subtext.pdf

◆スクーリング科目：『スクーリングガイド 2026』P37～

https://www.nara-u.ac.jp/2026chsh_schoolingguide.pdf

https://portal.nara-u.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010
https://portal.nara-u.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010
https://www.nara-u.ac.jp/2025chsh_subtext.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/2025chsh_schoolingguide.pdf


２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

【文学部・社会学部】 

 「試験及び成績評価に関する規則」に、成績評価基準をあらかじめ明示し、それに

基づき単位認定を行っている。 

 そのうえで、各授業科目のシラバスに「評価方法・基準」を明示し、テストやレポ

ート、発表など、具体的にどのような水準の取組をすることが評価に値し、単位認定

の対象になるかを明示することで、学生がどのように授業に関わればよいかがイメー

ジできるようにしている。 

【通信教育部 文学部】 

 「通信教育部試験及び成績評価に関する規則」、「通信教育部ＧＰＡ制度取り扱い

要領」を定め、それに基づき各科目のシラバスにて示した成績評価の方法・基準によ

り単位認定を行っている。 



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

【文学部・社会学部】 

 「GPA制度取り扱い要項」を定め、評点に応じた５段階のレターグレードと対応す

るグレードポイントを明示するとともに、GPA算出方法を示している。 

また、学生への成績提示の際、各授業科目の成績とともに GPAを提示している。 

（GPA算出方法） 

 各科目の成績評価を定められた判定基準に従い評価し、５段階のGPを付与して１

単位あたりの評点平均値を算出する。 

（修得した各科目の単位×Grade Point）の総和 

 成績評価を受けた科目の総単位数 

【通信教育部 文学部】 

 「通信教育部ＧＰＡ制度取り扱い要項」を定め、毎年４月１日に発行する『ハンド

ブック』に記載し全学生に周知している。 

また、学年毎に年次ＧＰＡの分布図を作成し状況を把握している。 

（GPA算出方法） 

 各科目の成績評価を定められた判定基準に従い評価し、５段階のGPを付与して１

単位あたりの評点平均値を算出する。 

（修得した各科目の単位×Grade Point）の総和 

 成績評価を受けた科目の総単位数 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

文学部・社会学部： 

「GPA 制度取り扱い要項」を含め、諸規則を掲載した学生便覧

（カレッジライフ）を大学ホームページで公表している。

https://www.nara-

u.ac.jp/student/pdf/collegelife2026.pdf 

通信教育部 文学部： 

「通信教育部 GPA 制度取り扱い要項」を含め、諸規則を掲載し

た『ハンドブック』を大学ホームページで公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/2026chsh_handbook.pdf 

https://www.nara-u.ac.jp/student/pdf/collegelife2026.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/student/pdf/collegelife2026.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/2025chsh_handbook.pdf


４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

【文学部・社会学部・通信教育部 文学部】 

 

 所定の教育課程を修めて、各学部の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポ

リシー）」で定めた６つの能力（１．知識・技能の理解と活用 、２．問題発見・解決

力、３．多様性の理解、４．コミュニケーション能力、５．自立的で意欲的な態度、

６．倫理観・規範性）を身につけた者に、学士の学位を授与する。 

 具体的卒業要件は「奈良大学学則」第 16条及び 17条、「奈良大学通信教育部規程」

第 24 条で定めており、本学に 4 年以上在学し、かつ各学部所定の単位を修得した者

について、教授会の議を経て、学長が認定した者を卒業とし、卒業証書を授与してい

る。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

文学部・社会学部： 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/DP.pdf 
通信教育部 文学部： 
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf 

 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/DP.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf


様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 奈良大学 

設置者名 学校法人 奈良大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf 
収支計算書又は損益計算書 https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf 
財産目録 https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf 
事業報告書 https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf 
監事による監査報告（書） https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 

大学ホームページに自己点検・評価報告書を公開している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/jihee/R3_hyokahoukoku.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  

https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/school-organization/R7jigyou.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/jihee/R3_hyokahoukoku.pdf


（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/gakusoku.pdf） 

（概要） 

 学則で文学部に設置している国文学科、史学科、地理学科、文化財学科の教育研究上の

目的を明示し、いずれも専門の学びを通じて社会で活躍できる人材の育成を掲げている。 

卒業又は修了の認定に関する方針 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/DP.pdf） 

（概要） 

所定の教育課程を修めて、人文科学の諸領域の学修を通じて修得した「６つの能力（１．

知識・技能の理解と活用 、２．問題発見・解決力、３．多様性の理解、４．コミュニケー

ション能力、５．自立的で意欲的な態度、６．倫理観・規範性）を身につけた者に、学士

の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/CP.pdf） 

（概要） 

 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を達成するために各学科に｢基幹科

目｣、｢外国語科目｣、｢健康スポーツ科目｣、｢情報科目｣、｢キャリア科目｣の５科目群を設け

る。各科目は、学修段階に応じ各学年に配当し、講義形式、演習形式、実験実習形式等、

科目の特性に応じた形式により、学生の主体的かつ能動的な学修となるよう留意して授業

を実施する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/AP.pdf） 

（概要） 

ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育課程を受けるための条件

として、次に示す知識、技能、能力、態度、興味、意欲等を有する人を受け入れる。 

ＡＰ１（知識と技能）： 

高等学校で履修する教科・科目を幅広く修得し、大学で学ぶための基礎学力を有す

る人、もしくは、同等の知識と技能を有する人 

ＡＰ２（思考力・判断力と表現力）： 

人や社会について、知識や情報をもとに筋道を立てて自分の考えをまとめ、論理

的・総合的に判断し、それを文章や口頭で表現できる人 

ＡＰ３（主体性と協働的態度）： 

社会的な活動に主体的に、かつ、他者とコミュニケ―ションをとりながら協働して

取り組むことのできる人 

ＡＰ４（探究心と応用力）： 

人類の歴史や社会、人間性を探究する本学での学びに興味を持ち、その学びを社会

で活用しようとする意欲を有する人 

 

 なお、受け入れを多面的・総合的に評価するために、上記のアドミッション・ポリシー

を各入学制度に応じたかたちで重み付けをして反映させている。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/gakusoku.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/DP.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/CP.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/AP.pdf


（入学者選抜の改善状況） 
本学では、従前から共通テスト利用入試を除いた全入学試験で記述式解答を導入してお

り、特に一般選抜前期Ａ・前期Ｂ・中期・後期の各日程では、国語科目において論理的思

考力なども評価の対象としている。 
学校推薦型選抜では国語･英語等の学力試験と小論文入試を実施している。 
総合型選抜では口頭試問や提出書類の評価に加えて、各学科の専門分野に関連したプレ

ゼンテーション、学外でのフィールドワーク、グループディスカッションなどを実施し、

多面的に評価している。また、地域貢献または文化・芸術活動の経験についても評価して

いる。 
推薦型選抜および総合型選抜の合格者・入学予定者に対しては入学前教育を実施してい

る。 

  



学部等名 社会学部 

教育研究上の目的 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/gakusoku.pdf） 

（概要） 

 学則で社会学部に設置している心理学科及び総合社会学科の教育研究上の目的を明記し

し、いずれも専門の学びを通じて社会で活躍できる人材の育成を掲げている。 

卒業又は修了の認定に関する方針 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/DP.pdf） 

（概要） 

 所定の教育課程を修めて、社会科学の諸領域の学修を通じて修得した「６つの能力（１．

知識・技能の理解と活用 、２．問題発見・解決力、３．多様性の理解、４．コミュニケー

ション能力、５．自立的で意欲的な態度、６．倫理観・規範性）を身につけた者に、学士

の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/CP.pdf） 

（概要） 

 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を達成するために各学科に｢基幹科

目｣、｢外国語科目｣、｢健康スポーツ科目｣、｢情報科目｣、｢キャリア科目｣の５科目群を設け

る。各科目は、学修段階に応じ各学年に配当し、講義形式、演習形式、実験実習形式等、

科目の特性に応じた形式により、学生の主体的かつ能動的な学修となるよう留意して授業

を実施する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/AP.pdf） 

（概要） 

 ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育課程を受けるための条

件として、次に示す知識、技能、能力、態度、興味、意欲等を有する人を受け入れる。 

ＡＰ１（知識と技能）： 

高等学校で履修する教科・科目を幅広く修得し、大学で学ぶための基礎学力を有す

る人、もしくは、同等の知識と技能を有する人 

ＡＰ２（思考力・判断力と表現力）： 

人や社会について、知識や情報をもとに筋道を立てて自分の考えをまとめ、論理

的・総合的に判断し、それを文章や口頭で表現できる人 

ＡＰ３（主体性と協働的態度）： 

社会的な活動に主体的に、かつ、他者とコミュニケ―ションをとりながら協働して

取り組むことのできる人 

ＡＰ４（探究心と応用力）： 

人類の歴史や社会、人間性を探究する本学での学びに興味を持ち、その学びを社会

で活用しようとする意欲を有する人 

 

 なお、受け入れを多面的・総合的に評価するために、上記のアドミッション・ポリシー

を各入学制度に応じたかたちで重み付けをして反映させている。 
 

（入学者選抜の改善状況） 
本学では、従前から共通テスト利用入試を除いた全入学試験で記述式解答を導入してお

り、特に一般選抜前期Ａ・前期Ｂ・中期・後期の各日程では、国語科目において論理的思

考力なども評価の対象としている。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/gakusoku.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/DP.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/CP.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/AP.pdf


学校推薦型選抜では国語･英語等の学力試験と小論文入試を実施している。 
総合型選抜では口頭試問や提出書類の評価に加えて、地域貢献または文化・芸術活動の

経験についても評価している。 
推薦型選抜および総合型選抜の合格者・入学予定者に対しては入学前教育を実施してい

る。 

  



学部等名 通信教育部 文学部 

教育研究上の目的 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/chsh_kitei.pdf） 

（概要） 

 奈良は古代以来、歴史や文化の舞台となった地である。その利点を生かした教育と研究

を行う。主として日本の歴史と文化に軸足を置いた歴史学、各時代の歴史遺産・文化財に

軸足を置いた文化財学を密接に関連させた教育と研究を行ない、居住地や年齢を超えて、

広く歴史遺産の意義や保存・活用に関する学びの機会を提供することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

 https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf） 

（概要） 

 本学は建学の精神にもとづき、わが国屈指の歴史と文化に恵まれた奈良の地を活かし、

学生ひとり一人の主体的な学びを重視した教育を行う。それを通じて修得した知識と経験

をもとに、社会の一員として伝統への理解と現代感覚を兼ね備え、生涯にわたり主体的に

活躍できる有為の人材の育成を目的としている。その実現のために、本学は所定の教育課

程を修め、つぎに掲げる６つの能力を身につけた者に、学士の学位を授与する。 

１．知識・技能の理解と活用、２．問題発見・解決力、３．多様性の理解、 

４．コミュニケーション能力、５．自立的で意欲的な態度、６．倫理観・規範性 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

 https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf） 

（概要） 

 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を達成するため、「教養科目」、

「専門科目」、「自由選択科目」の科目区分を定め、区分ごとに身につけるべき能力を設

定している。そのための学修方法として、テキスト科目（印刷教材等による授業）、およ

びスクーリング科目（面接授業）を設けている。 

入学者の受入れに関する方針 
（公表方法：大学ホームページ「規則・ポリシー」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf） 

（概要） 

 ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに定める教育課程を受けるための条

件として、次に示す知識、技能、能力、態度、興味、意欲等を有する人を受け入れる。 

ＡＰ１（知識と技能）： 

高等学校で履修する教科・科目を幅広く修得し、大学で学ぶための基礎学力を有す

る人、もしくは、同等の知識と技能を有する人 

ＡＰ２（思考力・判断力と表現力）： 

人や社会について、知識や情報をもとに筋道を立てて自分の考えをまとめ、論理

的・総合的に判断し、それを文章や口頭で表現できる人 

ＡＰ３（主体性と協働的態度）： 

社会的な活動に主体的に、かつ、他者とコミュニケ―ションをとりながら協働して

取り組むことのできる人 

ＡＰ４（探究心と応用力）： 

人類の歴史や社会、人間性を探究する本学での学びに興味を持ち、その学びを社会

で活用しようとする意欲を有する人 

 

 なお、受け入れを多面的・総合的に評価するために、上記のアドミッション・ポリシー

を各入学制度に応じたかたちで重み付けをして反映させている。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/chsh_kitei.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf
https://www.nara-u.ac.jp/about/pdf/policy/2019_3P.pdf


②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 
大学ホームページ「学部・大学院」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/faculty/ 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人 

文学部 － 39 人 7 人 4 人 0 人 0 人 50 人 

社会学部 － 12 人 4 人 3 人 0 人 0 人 19 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 141 人 141 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

大学ホームページ「教員紹介」からリンクされた外部サイトにて公開

している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/staff/ 

 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 385 人 412 人 107.0％ 1645 人 1414 人 86.0％ 欠員の範囲 4 人 

社会学部 155 人 93 人 60.0％ 695 人 380 人 54.7％ 欠員の範囲 1 人 

通信教育部 

文学部 300 人 54 人 18.0％ 1600 人 1786 人 111.6％ 200 人 236 人 

合計 840 人 559 人 66.5％ 3940 人 3580 人 90.9％ 200 人 241 人 

（備考） 

 

  

https://www.nara-u.ac.jp/faculty/
https://www.nara-u.ac.jp/about/staff/


b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
299 人 

（100％） 

22 人 

（  7.3％） 

223 人 

（  74.6％） 

54 人 

（  18.1％） 

社会学部 
110 人 

（100％） 

5 人 

（  4.6％） 

68 人 

（  61.8％） 

37 人 

（  33.6％） 

合計 
409 人 

（100％） 

27 人 

（  6.6％） 

291 人 

（  71.1％） 

91 人 

（  22.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

奈良大学大学院、厚生労働省、山梨県庁、大阪府教育委員会、近畿日本鉄道、ケル、ダイダン、パスコ 
（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

【文学部・社会学部】 

全授業科目について次の内容の統一様式によるシラバスを作成・公表している。 

テーマ、到達目標、授業概要（方法を含む）、毎回の授業内容・学習課題（予習・復習）、

評価方法・基準、課題等のフィードバック等。 

 

【通信教育部 文学部】 

シラバスに「テーマ」、「到達目標」、「事前・事後学習」、「評価方法・基準」、「授業

概要」、「フィードバック」、「履修上の注意事項等」等を盛り込むように記載された文書を

配付し、依頼している。 

また、記載内容とカリキュラムの整合性について第三者による確認を行い、毎年４月１日に

冊子を発行し、学生に配付するとともにホームページで公表している。 

 

  



⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 学修の成果に係る評価については、「試験及び成績評価に関する規則」に、成績評価基準を

あらかじめ明示している。そのうえで、各授業科目のシラバスに「評価方法・基準」を明示し、

どのような水準の取組をすることが評価に値し、単位認定の対象になるかを明示することで、

学生がどのように授業に関わればよいかがイメージできるようにしている。 

 卒業の認定については、所定の教育課程を修めて、各学部の「卒業認定・学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）」で定めた６つの能力（１．知識・技能の理解と活用 、２．問題発見・

解決力、３．多様性の理解、４．コミュニケーション能力、５．自立的で意欲的な態度、６．

倫理観・規範性）を身につけた者に、学士の学位を授与する。 

 具体的卒業要件は「奈良大学学則」第 16 条及び 17 条、「奈良大学通信教育部規程」第 24

条で定めており、本学に 4 年以上在学し、かつ各学部各学科所定の単位（124 単位）を修得し

た者について、教授会の議を経て、学長が認定した者を卒業とし、卒業証書を授与することと

している。 

 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 

国文学科 124 単位 有・無 単位 

史学科 124 単位 有・無 単位 

地理学科 124 単位 有・無 単位 

文化財学科 124 単位 有・無 単位 

社会学部 
心理学科 124 単位 有・無 単位 

総合社会学科 124 単位 有・無 単位 

通信教育部 

文学部 
文化財歴史学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

大学ホームページ「キャンパスガイド」ページにて公開している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/gmap/ 

 

 

  

https://www.nara-u.ac.jp/about/gmap/


⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

文学部 

国文学科 820,000 円 100,000 円 200,000 円 施設設備費（年間 200,000 円） 

史学科 820,000 円 100,000 円 200,000 円 施設設備費（年間 200,000 円） 

地理学科 820,000 円 100,000 円 230,000 円 
施設設備費（年間 200,000 円） 

実験実習費（年間 30,000 円） 

文化財学科 820,000 円 100,000 円 230,000 円 
施設設備費（年間 200,000 円） 

実験実習費（年間 30,000 円） 

社会学部 

心理学科 820,000 円 100,000 円 230,000 円 
施設設備費（年間 200,000 円） 

実験実習費（年間 30,000 円） 

総合社会学科 820,000 円 100,000 円 230,000 円 
施設設備費（年間 200,000 円） 

実験実習費（年間 30,000 円） 

通信教育部 

文学部 
文化財歴史学科 190,000 円 20,000 円 ※履修状況による 

面接授業料 

（1 単位につき 8,000 円） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 4 年間の大学生活を快適に過ごせるように、常に「学生一人ひとりを大切にする」視点に

立ち、奨学金・アルバイト・下宿・留学などの相談対応のほか、さまざまな手続き・活動に

対する幅広いサポートを行っている。 

 日本学生支援機構の給付型奨学金の採用候補者である入学者については、入学時の授業料

支払を猶予しており、7 月以降、授業料等の減免措置の実施が確定した後に減免後の金額で

徴収を行うこととしている。 

 また、大学独自で単年度・無利子貸与の「奈良大学奨学金」を設けているほか、経済的理

由で緊急に学費の支弁が困難になった学生に対する「奈良大学緊急支援貸与金」制度等によ

り、経済面からの支援も行っている。 

 

(大学ホームページ「奨学金」ページ：https://www.nara-u.ac.jp/student/scholarship/) 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

「自立心」「行動力」「向上心」の育成を目的とし、卒業後、社会に有為な人材となれるよ

う、入学から卒業まで一貫したキャリア支援を展開している。 

①就職支援ガイダンス（マナー講習、インターンシップ、自己分析、業界研究など） 

②個別相談（個人面談、履歴書作成支援、面接練習など） 

③就職試験対策・講座（公務員対策、教員対策、旅行業務取扱管理者、簿記、MOS など） 

 

（大学ホームページ「資格・就職」ページ：https://www.nara-u.ac.jp/career/） 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の健康維持・増進のために医務室を設置し、怪我等の応急処置や定期健康診断、心電

図検診、保険請求手続きといったサポートを行っている。 

 また、学生生活における不安や悩みの解決の道を見出すため「学生相談室」を設け、カウ

ンセラーや各分野の専門家である経験豊かな相談員が親身になって相談に応じている。 

 これらを統括的に運営し、学生の心身のサポートを行うための総合的組織づくりを視野

に、令和 2 年度からは学生支援センター内に学生相談室の専属事務職員を配置している。 

 

（大学ホームページ「医務室」「学生相談室」ページ： 

https://www.nara-u.ac.jp/student/harassment/ ） 

https://www.nara-u.ac.jp/student/scholarship/
https://www.nara-u.ac.jp/career/
https://www.nara-u.ac.jp/student/harassment/


⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ホームページ「教育情報の公開」ページにて公表している。 

https://www.nara-u.ac.jp/about/disclosure/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

https://www.nara-u.ac.jp/about/disclosure/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （14人） （－人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 122人 121人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（0）人

414人（213）人

56人 66人

内
訳

第Ⅲ区分 48人 30人

（うち多子世帯） （28人） （27人）

（うち多子世帯） （－人） （－人）

第Ⅱ区分

42人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F129310109275

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

414人（213）人

後半期

386人（202）人

129人

40人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

奈良大学

学校法人奈良大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
406人（216）人

138人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

－ 人 人

13人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことによ
り認定の取消しを受けた者の数

計

14人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消し
を受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者
の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを
受けた者の数

22人 人 人

人 人

－ 人 人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を
受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受け
た者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当 － 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 51人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

計 57人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

13人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ － 人 人
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